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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

＊期中平均株式数（連結） 23年３月期第２四半期 9,165,863株 22年３月期第２四半期 9,166,220株 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 234 △34.1 △264 ― △214 ― △333 ―
22年3月期第2四半期 355 ― 1 ― △63 ― △7 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △36.33 ―
22年3月期第2四半期 △0.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 5,332 2,029 39.4 221.44
22年3月期 5,461 2,237 41.0 244.10

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,029百万円 22年3月期  2,237百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 990 24.1 5 △95.7 62 △3.1 19 △83.6 2.07



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 9,714,000株 22年3月期  9,714,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  549,480株 22年3月期  547,780株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 9,165,863株 22年3月期2Q 9,166,220株
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当第2四半期連結累計期間における我が国経済は、景気刺激策及び中国や新興国向けの輸出の増加から

一部では景気回復の兆しが見られるものの、急激な円高の進行や、デフレ経済の進行により先行きの不透

明感のある状況になっております。 

このような経営環境のもと、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は234百万

円（前年同四半期連結累計期間 売上高355百万円）、企業金融事業に係る貸倒関連費用の増加に伴い、

貸倒引当金繰入額140百万円を販売費及び一般管理費に計上し、営業損失は264百万円（前年同四半期連結

累計期間 営業利益1百万円）、持分法による投資利益40百万円を営業外収益に計上し経常損失は214百万

円（前年同四半期連結累計期間 経常損失63百万円）、保有する投資有価証券のうち、出資組合の資産価

値が下落したことにより当社出資持分が著しく毀損したものについて、投資有価証券評価損130百万円を

特別損失に計上し、四半期純損失は333百万円（前年同四半期連結累計期間 四半期純損失7百万円）とな

りました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（投融資事業） 

企業金融事業に係る営業貸付金残高は、期中310百万円増加し1,213百万円となり、消費者金融事業に係

る営業貸付金残高は、期中149百万円減少し799百万円となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は103百万円、営業損失は242百万円となりました。 

（不動産賃貸事業） 

不動産サブリース事業売上および賃貸料収入が129百万円となり、当第２四半期連結累計期間の営業利

益は28百万円となりました。 

（地域活性化事業） 

北海道元気計画事業に係る当第２四半期連結累計期間の売上高は1百万円、営業損失は34百万円となり

ました。 

  

当第２四半期連結累計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.9％減少し、3,045百万円とな

りました。これは、営業投資有価証券が214百万円、現金及び預金が211百万円が減少したことなどにより

ます。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.6％減少し、2,264百万円となりました。これは、投資有価証

券が51百万円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2.4％減少し、5,332百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて17.5％減少し、786百万円となりました。これは、１年内返済

予定の長期借入金が165百万円減少したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて10.8％増加し、2,516百万円となりました。これは、社債が448

百万円増加し、利息返還損失引当金が211百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて2.5％増加し、3,303百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて9.3％減少し、2,029百万円となりました。これは、利益剰余

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債、純資産の状況に関する分析
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金が264百万円減少したことなどによります。 
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当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同四半期連

結会計期間に比べ77百万円減少し65百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであり

ます。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、190百万円の支出（前年同

四半期連結会計期間402百万円の収入）となりました。これは主に税金等調整前四半期純損失が225百万円

増加したことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは30百万円の収入（前年同四半

期連結会計期間986百万円の支出）となりました。これは主に定期預金の払戻による収入50百万円などに

よるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは89百万円の収入（前年同四半

期連結会計期間307百万円の支出）となりました。これは主に社債発行による収入190百万円、長期借入金

の返済による支出62百万円などによるものであります。 

  

平成23年3月期の通期業績予想につきましては、平成22年5月14日公表の「平成22年3月期決算短信」

から変更いたしております。 

 詳細につきましては、本日公表の「特別損失の発生および業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧

下さい。 

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

(4) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

固定資産の年度中の取得、売却又は除去等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。 

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日）を適用しております。 

但し、当該基準等の適用に係る数値の変動はございません。 

  

  

当社グループは、当第2四半期連結会計期間において営業損失119百万円、経常損失106百万円、四半

期純損失236百万円を計上したことにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は

状況が存在しております。当該状況に対して、下記のとおり各種合理化策により解消に向けた具体策を

実行し、当四半期以降についてアジア戦略事業のプレミアム不動産販売事業の拡大と販売戦略の強化を

行ってまいります。 

①有価証券の売却  

 営業投資有価証券、投資有価証券について、市場動向を鑑みながら売却を実施してまいります。 

②有形固定資産の見直し 

 賃貸用不動産等の所有不動産について、物件毎の収益性を検討の上、事業の見直しを実施してま  

 いります。 

③販売管理費の大胆な削減 

 現在、事業の見直しに伴い人員削減や人件費カットを実施しており、今後も販売管理費の大胆な  

 削減に取組んでまいります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①資産除去債務に関する会計基準等の適用

②「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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上記の合理化策を確実に実行することにより、収益性を向上させ黒字化を実現させることが可能と考え

ております。したがって、当社は継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しており

ます。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 95,126 306,498

売掛金 126,000 126,000

営業貸付金 2,012,918 1,800,303

営業投資有価証券 289,114 503,898

販売用不動産 562,105 441,112

その他 156,127 196,060

貸倒引当金 △196,041 △238,800

流動資産合計 3,045,352 3,135,072

固定資産   

有形固定資産   

土地 570,331 570,331

その他 218,991 225,847

有形固定資産合計 789,322 796,179

無形固定資産   

のれん 256,756 271,428

その他 11,608 11,659

無形固定資産合計 268,365 283,087

投資その他の資産   

投資有価証券 630,152 681,756

関係会社株式 465,082 424,168

差入保証金 106,008 106,543

その他 12,985 22,691

貸倒引当金 △6,930 △12,628

投資その他の資産合計 1,207,299 1,222,531

固定資産合計 2,264,987 2,301,798

繰延資産   

開業費 22,353 24,836

繰延資産合計 22,353 24,836

資産合計 5,332,692 5,461,708
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 504,134 519,134

1年内返済予定の長期借入金 167,888 333,208

未払法人税等 4,055 4,161

その他 110,331 96,515

流動負債合計 786,409 953,019

固定負債   

社債 648,354 200,000

長期借入金 29,984 87,488

利息返還損失引当金 1,501,962 1,713,759

退職給付引当金 22,692 22,317

その他 313,937 247,585

固定負債合計 2,516,931 2,271,150

負債合計 3,303,340 3,224,169

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,867,860 1,867,860

資本剰余金 1,408,930 1,408,930

利益剰余金 △1,134,617 △869,705

自己株式 △200,002 △199,910

株主資本合計 1,942,170 2,207,173

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 92,459 31,500

繰延ヘッジ損益 △33 31

為替換算調整勘定 △5,244 △1,166

評価・換算差額等合計 87,180 30,364

純資産合計 2,029,351 2,237,538

負債純資産合計 5,332,692 5,461,708
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 355,805 234,690

売上原価 61,104 97,620

売上総利益 294,700 137,069

販売費及び一般管理費 293,187 401,291

営業利益又は営業損失（△） 1,512 △264,221

営業外収益   

有価証券利息 8,133 14,033

受取配当金 1,925 2,269

持分法による投資利益 － 40,978

その他 3,245 3,843

営業外収益合計 13,304 61,123

営業外費用   

投資事業組合運用損 6,782 5,647

支払利息 － 2,999

開業費償却 － 2,483

持分法による投資損失 70,212 －

その他 865 271

営業外費用合計 77,860 11,402

経常損失（△） △63,043 △214,500

特別利益   

投資有価証券売却益 － 16,014

役員退職慰労引当金戻入額 56,219 －

特別利益合計 56,219 16,014

特別損失   

投資有価証券評価損 － 130,000

固定資産除却損 260 －

特別損失合計 260 130,000

税金等調整前四半期純損失（△） △7,084 △328,485

法人税、住民税及び事業税 547 985

法人税等調整額 － 3,532

法人税等合計 547 4,517

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △333,003

四半期純損失（△） △7,632 △333,003
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 189,187 96,783

売上原価 50,449 50,537

売上総利益 138,738 46,245

販売費及び一般管理費 121,507 165,671

営業利益又は営業損失（△） 17,230 △119,425

営業外収益   

有価証券利息 6,133 5,283

持分法による投資利益 － 13,198

その他 2,528 2,628

営業外収益合計 8,661 21,109

営業外費用   

投資事業組合運用損 5,962 5,251

持分法による投資損失 70,212 －

支払利息 － 1,557

開業費償却 － 1,241

その他 841 155

営業外費用合計 77,015 8,206

経常損失（△） △51,123 △106,521

特別利益   

貸倒引当金戻入額 8,895 －

特別利益合計 8,895 －

特別損失   

投資有価証券評価損 － 130,000

固定資産除売却損 260 －

特別損失合計 260 130,000

税金等調整前四半期純損失（△） △42,488 △236,521

法人税、住民税及び事業税 310 473

法人税等調整額 － △266

法人税等合計 310 207

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △236,728

四半期純損失（△） △42,798 △236,728
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △7,084 △328,485

減価償却費 15,287 9,070

のれん償却額 2,874 15,327

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,017,420 △48,458

受取利息及び受取配当金 △4,498 △4,910

支払利息 12,239 7,131

営業貸付金の増減額（△は増加） 1,144,457 △132,615

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △430,000 134,783

持分法による投資損益（△は益） 70,212 △40,978

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △326,329 △211,796

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △56,219 －

破産更生債権等の増減額（△は増加） 953,282 5,698

販売用不動産の増減額（△は増加） － △120,992

投資有価証券売却損益（△は益） － △16,014

有価証券利息 － △14,033

投資有価証券評価損益（△は益） － 130,000

その他 65,937 161,994

小計 422,738 △454,278

利息及び配当金の受取額 8,983 4,847

利息の支払額 △20,298 △7,570

法人税等の支払額 △1,774 △3,715

営業活動によるキャッシュ・フロー 409,649 △460,716

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △277,125 －

投資有価証券の売却による収入 － 62,211

投資有価証券の取得による支出 △599,872 －

定期預金の預入による支出 △612,000 △55,000

定期預金の払戻による収入 462,000 265,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△136,583 －

その他 42,245 △18,072

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,121,335 254,139

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △71,435 △15,000

長期借入金の返済による支出 △524,468 △222,824

社債の発行による収入 － 440,239

配当金の支払額 △51  

その他 － △91

財務活動によるキャッシュ・フロー △595,955 202,323

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 2,882

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,307,640 △1,371

現金及び現金同等物の期首残高 1,450,194 66,498

現金及び現金同等物の四半期末残高 142,553 65,126
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 
（注）１ 事業区分の方法 

事業の区分は、事業の性質及び内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な内容 

 
  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 
（注）１ 事業区分の方法 

事業の区分は、事業の性質及び内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な内容 

 
  

前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

在外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

投融資事業 不動産賃貸事業 計 消去又は全社 連結

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

売上高

（１） 外部顧客に対する売上
高

134,991 54,195 189,187 ─ 189,187

（２） セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 134,991 54,195 189,187 0 189,187

営業利益又は
営業損失(△)

12,459 4,771 17,230 ─ 17,230

事業区分 主な事業の内容

投融資事業 投資事業、企業金融、消費者金融等

不動産賃貸事業 不動産賃貸、商業施設のサブリース等

投融資事業 不動産賃貸事業 計 消去又は全社 連結

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

売上高

（１） 外部顧客に対する売上
高

296,967 58,838 355,805 ─ 355,805

（２） セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 296,967 58,838 355,805 0 355,805

営業利益又は
営業損失(△)

553 959 1,512 ─ 1,512

事業区分 主な事業の内容

投融資事業 投資事業、企業金融、消費者金融等

不動産賃貸事業 不動産賃貸、商業施設のサブリース等

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は、既存事業である「投融資事業」を基軸事業として展開しつつ、当社及び子会社で展開してい

る「不動産賃貸事業」と、新規事業として展開している「地域活性化事業」の３つを報告セグメントと

しております。 

「投融資事業」は、企業への投資・融資及び消費者金融を行っております。「不動産賃貸事業」は、

所有している賃貸用不動産の賃貸及び商業施設のサブリースを行っております。「地域活性化事業」

は、中国人富裕層をターゲットとした滞在型リゾートサービス及びそれに関連したコンサルティング等

を行っております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注)１．セグメント利益の調整額△15,327千円は、のれん償却額△15,327千円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

【セグメント情報】

(追加情報)

１ 報告セグメントの概要

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２投融資
事業

不動産賃貸
事業

地域活性化
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 103,922 129,366 1,401 234,690 ─ 234,690

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 103,922 129,366 1,401 234,690 ─ 234,690

セグメント利益又は損失（△） △242,629 28,675 △34,939 △248,893 △15,327 △264,221
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当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注)１．セグメント利益の調整額△7,335千円は、のれん償却額△7,335千円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)及び当第２四半期連結会計

期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２投融資
事業

不動産賃貸
事業

地域活性化
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 31,695 65,088 0 96,783 ─ 96,783

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 31,695 65,088 0 96,783 ─ 96,783

セグメント利益又は損失（△） △113,868 21,596 △19,817 △112,089 △7,335 △119,425

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
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当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年９月30日) 

１  発行済株式に関する事項 

 
  

２  自己株式に関する事項 

 
  

３  新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４  配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

５  株主資本の著しい変動に関する事項 

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,714,000

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 549,480

(1)配当金支払額

(2)基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
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